


































































































































図 7），さらに今回の 3分法および 2分法（安部・髙木（2015.3）参照）
の分布を照らし合わせることで，陝西省内における 3分法と 2分法の
分布範囲とその地理言語学的特徴を，より明確にすることができた。


















①近称 ②中称 ③遠称 ④遥称（③より遠方）
zhei4 ge4 《zhe4 er》
《　》内は話者情報票
（その前は回答記入票）
























































































○ 座席は，横 8列（2名掛けの 4列），縦 7列（一部 8列）。座席番号は
横・縦の列番号 2桁で示してある。第 1回目の聞き手（K地点，聞き
手は安部担当）は 32番，第 2回目の聞き手（K）は 45番である。なお，
左列の机（2名掛け）部分は，今回の調査では使用せず着座していない。
○ 教室　横　約 7m，縦　約 10.5m（前方と左右のスペースはおよそ後
掲調査票の図の程度，後方のみその図よりも若干空間あり）
○ 机　　横 120cm　縦 50cm
　椅子　横 100cm　縦　40cm（2席分続きの横長で背もたれがある木製）






























回答記入調査票の右側 2列（1列目 2列目，番号では 10番台，20番台）
に着座した 2名（3分法の場合）の回答が，実測距離上すべて 10cm
だけ，話し手に近くなる作図になった。全体の傾向を把握する上では，












































































 （1） 3分法Ⅰ型　7名（近中遠タイプ：教室内の距離で 3語形が現れる）
■指示領域図 3 -Ⅰ a・b参照
 （2） 3分法Ⅱ型　3名（近中 +遥タイプ：遠がやや遠くを指し、教室内
には現れない）■指示領域図 3 -Ⅱ a・b参照
 （3） 3分法Ⅲ型　1名（近中遠遥タイプ：4分法と見られるタイプ）■

























































1 ３分法 ３- Ⅰ - ① Ⅰ型（4分法か？） 宋　潔 宋		洁 song	jie
陝西省宝鶏市眉








































3 ３分法 ３- Ⅰ - ③ Ⅰ型 説明的か、②に同じ 孫　一迪























5 ３分法 ３- Ⅰ - ⑤ Ⅰ型 ③のwei4 の派生形 王　鑫 王		鑫 wang	xin
陝西省西安市蓮
























































































11 ３分法（4分法？） ３- Ⅲ - ① Ⅲ型
4つ共別語形、4
分法と見なせるか 龔　倩倩



































1 ３分法 ３- Ⅰ - ① Ⅰ型（4分法か？） 宋　潔 宋		洁 song	jie
陝西省宝鶏市眉








































3 ３分法 ３- Ⅰ - ③ Ⅰ型 説明的か、②に同じ 孫　一迪























5 ３分法 ３- Ⅰ - ⑤ Ⅰ型 ③のwei4 の派生形 王　鑫 王		鑫 wang	xin
陝西省西安市蓮
























































































11 ３分法（4分法？） ３- Ⅲ - ① Ⅲ型
4つ共別語形、4
分法と見なせるか 龔　倩倩


































　　②  wu4  （兀）（回答の「vei4」は「wei4」と同様と解釈されるので，
この話者は「wu4，wei4」の 2つの語形（（1） Ⅰ型に示した②
wei4と④ wo4の両方）を中称に当てているものと解釈される）































ア  na系統語形（那系）――nai4， na4 ――普通話の「那」の方言語形か？





















分布していることが，これら◆図 1や◆図 3～ 5からもわかる。3分法と
解釈しなおすか，何らかの関連性を考慮しておく必要があろう。
□話し手位置 46番の語形（＊「陝西省楡林市呉堡県宋家川鎮」）
zhei4 ge4 《zhe4 er》
《 》内は話者情報票
（その前は回答調査票）













































wei4	ge3 nai4	ge3 那个 wa3	wei3	ge3（②の派生説明型） 哇兀个
Ⅰ 31 zhi	go nie4	go 〓　nie4	go 乜个 nie	bian	nie	go（②の派生説明型） 乜边乜个
Ⅰ 35 zhi1	ge wu1	ge wei4	ge（k45ではwei1	ge）兀个
lao3	yuan4	/	wu1	
ge（②の派生説明型）老遠／兀个
Ⅰ 37 zhei4	 nei4 wei4 兀 lao3	yuan3（説明型）老遠
Ⅰ 51 zhei4	ge4 wo4	ge4 wei4	ge4 兀个 wei4	i4	bang3	ge4（③の派生説明型） 兀伊帮个
Ⅰ 55 zhi4	ye4 wu1	ye4 nei4	ge4 那个 （記入語形ナシ） ×
Ⅰ 64 zhei4	ge wei4	ge wu	ge 兀个 （記入語形ナシ） ×




























　51番　＝近：zhei4 中：wo4  遠：wei4　
3.4.1.（2）31番の回答について
座席番号 31番は，3分法か 2分法か迷った事例である。回答語形を見











































































近：zhei4 中：wei4 遠：wei1 da 遥：wei1 da da2






 近：zhei4 中：wei4 遠：wei1 da






































































































































































































































「u ｜ nε等」――55（wu1／ nei4）、14（wu4／ nei4）、33（wu4／ na4） 
　　　　　　　　  （これらの地点とはずれるか？）

































































く（記入前の白紙調査票 1点，聞き手 32番の位置での調査 4点，その後に，
聞き手 45番での調査 6点。本文で個別に言及した 31・35・44・67番及び，
一人だけのⅢ型の 33番ではその両方での調査票を掲載した。詳しくは本
文も参照）。






◇ 調査票＝Ⅰ型（話し手 35番，聞き手 32番での調査）――上記に同じ
く教室内の距離において，3語形が現れるパタン。同じ西安市出身の
37番とも似ているので西安市を代表させて掲載しておく。







◇ 調査票＝Ⅱ型（話し手 67番，聞き手 32番での調査）――遠称（③）
の語形は，教室の範囲では現れてこない用法の 1名。教室外のかなり
遠い領域を指示すると推定される。





◇ 調査票＝Ⅰ型（話し手 16番，聞き手 45番での調査）――教室内の距
離に3語形が現れる典型的な3分法。西安市西方の宝鶏市であるが、張・
張（2007b）の◆図 1を考慮し、④の「wa3 wei3」を② wei4の派生
的説明型と考えて 3分法としたが、周辺部なのでこの語形の検討は課
題として残った。
◇ 調査票＝Ⅰ型（話し手 31番，聞き手 45番での調査）――教室内の距
離に 3語形が現れるが，同じ安康市出身の 5名が 2分法であるのに対
して，その 5名とは 3番目の語形（④）の分布範囲（遠称の距離にあ
たる）が明らかに異なる。
◇ 調査票＝Ⅰ型（話し手 35番，聞き手 45番での調査）――教室内の距
離に 3語形が現れる典型的な 3分法。④の語形の記載もあるが，「lao3 
yuan4 wu1 ge」とあり，②の「wu1 ge」の説明的語形とみなせる。
◇ 調査票＝Ⅰ型（話し手 37番，聞き手 45番での調査）――3分法。④
の回答語形はあるが，「lao3 yuan4」とある説明的語形。
◇ 調査票＝Ⅱ型（話し手 44番，聞き手 45番での調査）――遠称（③）
の語形は，教室の範囲では現れてこない用法の 1名。遠称③は教室外
の，かなり遠い領域を指示すると推定される。






























　「 ∣ 」の前は「指２」の形式，「 ∣ 」の後ろは「指３」の形式である。近指代名詞【近称】及び第４類の 
　具体的な言い方は，語法巻 010，011図を参照されたい。
②一部の地域では，母音の長さが異なる。例えば新疆阿克蘇：na44 ∣ nɑ:44, 甘粛西峰：nei55 ∣ ne:i55。
　東洋文化研究 17 号　　　
（43）
520
◆図７−（２）　『漢語方言地図集　語法巻』010図「这～个」
（曹志転：主編，2008）（部分）
（原版のカラー記号を区別するため，一部の記号を○マークで囲んで区別してある）
①本図はおおよそ発音によって分類してある。子音あるいは母音が
　同じもの，近似するものは同じ類に含めている。本字は，完全に
　は確定することはできない。
　　　指示代名詞の中国語陝西方言における3分法とその地理言語学的特徴（現場指示用法）　　安部
（44）
519
◆図７−（３）　『漢語方言地図集　語法巻』011図「那～个」
（曹志転：主編，2008）（部分）
（原版のカラー記号を区別するため，一部の記号を○マークで囲んで区別してある）
① 本図はおおよそ発音によって分類している。子音ある
いは母音が同じもの，近似するものは同じ類に含めて
いる。本字は，完全には確定することはできない。も
し指示代名詞に三分法現象がある場合は，本図では，
近指に対して対比的用法での言い方を取り上げてある。
　東洋文化研究 17 号　　　
（45）
518
指示領域図Ⅰ− a
陜西省方言　3分法（近中遠型）（西安師範大学学生）
　　H–K：（聞き手 32番），7名
Ⅰ　○：近称
　　■：中称
型　△：遠称
　　Ⅰ型（K32）
　　　指示代名詞の中国語陝西方言における3分法とその地理言語学的特徴（現場指示用法）　　安部
（46）
517
指示領域図Ⅰ− b
陜西省方言　3分法（近中遠型）（西安師範大学学生）
201403
　　H–K：（聞き手 45番），7名
Ⅰ　○：近称
　　■：中称
型　△：遠称
　　Ⅰ型（K45）
　東洋文化研究 17 号　　　
（47）
516
指示領域図Ⅱ− a
陜西省方言　3分法（近中遥
4
型）（西安師範大学学生）
201403
　　H–K：（聞き手 32番），3名
Ⅱ　○：近称
　　■：中称
型　△：遥称（教室外の範囲）
　　Ⅱ型（K32）
　　　指示代名詞の中国語陝西方言における3分法とその地理言語学的特徴（現場指示用法）　　安部
（48）
515
指示領域図Ⅱ− b
陜西省方言　3分法（近中遥
4
型）（西安師範大学学生）
201403
　　H–K：（聞き手 45番），3名
Ⅱ　○：近称
　　■：中称
型　△：遥称（教室外の範囲）
　　Ⅱ型（K45）
　東洋文化研究 17 号　　　
（49）
514
指示領域図Ⅲ− a
陜西省方言　3分法（4分法）（近中遠遥
4
型）（西安師範大学学生）
201403
　　H–K：（聞き手 32番），1名
Ⅲ　○：近称
　　■：中称
型　△：遠称
　　★：遥称
　　Ⅲ型（K32）
　　　指示代名詞の中国語陝西方言における3分法とその地理言語学的特徴（現場指示用法）　　安部
（50）
513
指示領域図Ⅲ− b
陜西省方言　3分法（4分法）（近中遠遥
4
型）（西安師範大学学生）
201403
　　H–K：（聞き手 45番），1名
Ⅲ　○：近称
　　■：中称
型　△：遠称
　　★：遥称
　　Ⅲ型（K45）
　東洋文化研究 17 号　　　
（51）
512
◇調査票（記入前の白紙原票）
　　　指示代名詞の中国語陝西方言における3分法とその地理言語学的特徴（現場指示用法）　　安部
（52）
511
◇調査票Ⅰ型（話し手 31番，聞き手 32番）
　東洋文化研究 17 号　　　
（53）
510
◇調査票Ⅰ型（話し手 35番，聞き手 32番）
　　　指示代名詞の中国語陝西方言における3分法とその地理言語学的特徴（現場指示用法）　　安部
（54）
509
◇調査票Ⅱ型（話し手 44番，聞き手 32番）
　東洋文化研究 17 号　　　
（55）
508
◇調査票Ⅱ型（話し手 67番，聞き手 32番）
　　　指示代名詞の中国語陝西方言における3分法とその地理言語学的特徴（現場指示用法）　　安部
（56）
507
◇調査票Ⅲ型（話し手 33番，聞き手 32番）
　東洋文化研究 17 号　　　
（57）
506
◇調査票Ⅰ型（話し手 16番，聞き手 45番）
　　　指示代名詞の中国語陝西方言における3分法とその地理言語学的特徴（現場指示用法）　　安部
（58）
505
◇調査票Ⅰ型（話し手 31番，聞き手 45番）
　東洋文化研究 17 号　　　
（59）
504
◇調査票Ⅰ型（話し手 35番，聞き手 45番）
　　　指示代名詞の中国語陝西方言における3分法とその地理言語学的特徴（現場指示用法）　　安部
（60）
503
◇調査票Ⅰ型（話し手 37番，聞き手 45番）
　東洋文化研究 17 号　　　
（61）
502
◇調査票Ⅱ型（話し手 44番，聞き手 45番）
　　　指示代名詞の中国語陝西方言における3分法とその地理言語学的特徴（現場指示用法）　　安部
（62）
501
◇調査票Ⅱ型（話し手 67番，聞き手 45番）
　東洋文化研究 17 号　　　
（63）
500
◇調査票Ⅲ型（話し手 33番，聞き手 45番）
　　　指示代名詞の中国語陝西方言における3分法とその地理言語学的特徴（現場指示用法）　　安部
（64）
499
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